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は

の
よ
う
な
民
話
が
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っ
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い
る
そ
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す
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全
て
の
動
物
が
、
元
旦
の
来
る
時
を
張
り
切
っ

て
待
っ
て
い
た
が
、
猫
は
う
っ
か
り
挨
拶
へ
行
く

日
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
に
尋
ね
る
猫
。

だ
が
、
ネ
ズ
ミ
は
ラ
イ
バ
ル
を
減
ら
そ
う
と
「
一

二
日
だ
よ
」
と
嘘
を
教
え
た
の
だ
っ
た
。 
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月

 

つ
い
に
元
旦
が
来
た
。
牛
は
「
俺
は
歩
く
の
が

遅
い
、
先
に
行
か
ね
ば
」
と
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら

出
発
。
そ
れ
を
牛
小
屋
で
見
て
い
た
ネ
ズ
ミ
が
牛

気
付
か
れ
ぬ
よ
う
そ
の
背
中
に
飛
び
乗
っ
た
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あ
、
神
様
の
屋
敷
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が
開
い
た
と
た
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、
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ズ
ミ
は
牛
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飛
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降
り
て
ダ
ッ
シ
ュ
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ネ
ズ
ミ
が
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牛
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二
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に
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っ
た
。
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兎
・
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・
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・
馬
・
羊
・
猿
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鶏
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犬
・
猪

が
到
着
。
猫
は
一
日
遅
れ
の
ご
挨
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と
な
っ
た
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猫
は
、
そ
れ
以

来
、
ネ
ズ
ミ
を
追
い
駆
け
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。  

に 

さ
あ
、
神
様
の
屋
敷
に
着
き
門
が
開
い
た
と
た

ん
、
ネ
ズ
ミ
は
牛
か
ら
飛
び
降
り
て
ダ
ッ
シ
ュ
。

ネ
ズ
ミ
が
一
番
、
牛
が
二
番
に
な
っ
た
。
続
い
て

虎
・
兎
・
龍
・
蛇
・
馬
・
羊
・
猿
・
鶏
・
犬
・
猪

が
到
着
。
猫
は
一
日
遅
れ
の
ご
挨
拶
と
な
っ
た
。

だ
ま
さ
れ
大
将
に
な
れ
な
か
っ
た
猫
は
、
そ
れ
以

来
、
ネ
ズ
ミ
を
追
い
駆
け
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。  

昔
々
の
年
の
暮
れ
、
神
様
か
ら
動
物
達
に
お
触

れ
が
出
た
。
「
元
旦
に
、
新
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の
挨
拶
に
来
た
者

の
う
ち
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一
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ら
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さ
て
、
よ
く
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わ
れ
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い
る
よ
う
に
、
お
付
き

合
い
・
思
い
や
り
・
ぬ
く
も
り
・
や
さ
し
さ
・
感

謝
な
ど
を
含
め
た
「
人
間
ら
し
さ
」
、
そ
の
心
は
、

か
つ
て
田
舎
の
農
村
社
会
が
も
っ
て
い
た
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。 
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先
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今
そ
の
回
復
が
求
め
ら
れ
て
い
る
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と
い
う
記
事
を
見
て
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え
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ら
れ
ま
し
た
。
以

前
は
あ
た
り
ま
え
の
事
で
あ
っ
た
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ず
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そ
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代
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運
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高
齢
者
が
多
く
な
っ
た
か
ら
何
も
で
き
な
い

と
い
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
田
舎
の
良
い
習

わ
し
を
思
い
出
し
、
近
所
づ
き
あ
い
な
ど
誰
も
が

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
け
ば
、
人
が
人
を
大

切
に
し
、
家
庭
や
地
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が
守
ら
れ
、
人
間
ら
し
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の
通
う
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ふ
る
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と
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で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
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ま
し
ょ
う
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今年は私達（ねずみ年）の年です 
月から最高学年になる三島小五年生の中から、年女 

なった三人の児童に今年の抱負を書いて頂きました。
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日
は
例
年
ど
お
り
、
各
部
落
か
ら
、
立
派
な
野

が 

菜

会
場
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。 

悪
条
件
の
多
い
時
期
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当 

民
祭
・
総
合
文
化
祭
が
十

月
十
八
日
、
三
島
小
学 

も
大
変
少
な
い
と
い
う
、
野
菜
づ
く
り
に
と
っ
て
は 

一

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

意
と
、
伝
統
行
事
を
守
り
続
け
る
固
い
団
結
力
を
再 

三
島
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
、
農
林
業
に
対
す
る
熱 

今
年
で
五
年
目
と
な
る
小
学
校
・
地
区
合
同
の
農 

昨
年
の
秋
は
、
い
つ
ま
で
も
残
暑
が
続
き
、
雨
量 

認
し
た
一
日
と
な
っ
た
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

活
力
で
一
致
団
結 

２００品を超える新鮮な野菜
がずらりと並んだ農産物展
示コーナー。即売会ではキ
ャベツ、しょうが、白菜に
人気が集中していました。 

多くの人で賑わう婦人会の
バザー会場。体も心も温ま
るアツアツうどんに舌鼓を
打つお客さん。 

趣
味
の
レ
ベ
ル
を
超
え

た
プ
ロ
顔
負
け
の
手
芸

や
書
道
な
ど
の
作
品
が

陳
列
さ
れ
た
展
示
コ
ー

ナ
ー
。 テーブルと椅子が設置された

バーべキューコーナー。普段は
土足厳禁のワークコートです
が、この日は、靴を履いたまま
楽に上がってもらおうと、ＪＡ
職員の皆さんが一生懸命、ビニ
ールを敷きつめました。 

文化祭のトリを努めた

「はげます会」の皆さ

ん。「梅川忠兵衛」を感

情豊かに熱く演じてい

ただきました。 

農林産物品評会の入賞者 
品  目 優  等 １  等 ２  等 

栗 渡辺久美子  (小 松) 高田 一郎 （延 川） 室  孝雄 （小 松） 

キャベツ 上野 松枝 （下大野） 中川ワサヱ （小 松） 松本 健志 （小 松） 

ネ ギ 酒井  勇 （久 保） 池田 文男 （広 見）  

ほうれん草 小越 悦子 （川 上） 古用マチ子 （川 上） 杉本 康志 （広 見） 

白 菜 井上ヤスヱ （下大野） 都川 祐明 （広 見） 兵田  弘 （下大野） 

大 根 兵田  弘 （下大野） 井上ヤスヱ （下大野） 菅  静雄 （小 松） 

カ ブ 兵田チサト （下大野） 岡本  昇 （広 見） 松本 健志 （小 松） 

人 参 兵田  弘 （下大野） 池田 文男 （広 見） 高瀬 文男 （小 松） 

生 姜 橋村とし子 （延 川） 高田 一郎 （延 川）  

ゴボウ 兵田  弘 （下大野）  松浦 和之 （延 川） 

サツマイモ 芝   茂 （延 川） 芝  藤恵 （延 川） 兵田  弘 （下大野） 

キウイ 本倉とし子 （小 松） 本倉  勲 （小 松） 古谷 菊一 （下大野） 

柚 子 松浦 和之 （延 川） 渡辺 吉輝 （小 松） 渡辺 重亀 （小 松） 

大 豆 谷口 貞子 （延 川） 古谷 菊一 （下大野） 横山 正男 （川 上） 

小 豆 中山 宮子 （川 上） 峠  徳満 （下大野）  

生椎茸 清家  昇 （下大野） 芝   茂 （延 川） 宮内 鶴幸 （川 上） 

乾椎茸 芝   茂 （延 川） 瀧谷 俊彦 （川 上） 清家  昇 （下大野） 

米 松浦三千夫 （小 松） 横山 一郎 （川 上） 松浦  忠 （小 松） 

バレイショ  松下  弘 （延 川） 稲垣 照美 （下大野） 

柿 伊手 英明 （川 上） 芝   茂 （延 川） 清家 和子 （広 見） 

ブロッコリー 中里  忠 （下大野） ※ 努力賞：大根の部 本倉 正（広 見） 



 剪
定
バ
サ
ミ
で
熱
心
に
整
枝

作
業
を
す
る
皆
さ
ん
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ボ
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テ
ィ
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輪 

三
島
公
民
館 
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根
剪
定 

 

公
民
館
の
垣
根
の
剪
定
作
業
が
小
雨
降
る
十

二
月
十
二
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
二
十
人
の
手
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
日
頃
か
ら
館
を
利
用

さ
れ
て
い
る
囲
碁
や
体
操
な
ど
趣
味
の
グ
ル
ー

プ
や
、
集
会
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
小
松
三
組

（
富
町
・
富
西
・
富
東
）
有
志
の
皆
さ
ん
。
昨
年

ま
で
お
世
話
を
頂
い
て
い
た
故
松
浦
正
次
さ
ん

の
意
思
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
形
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

を
引
き
受
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ア

 

そ
の
ほ
か
同
じ
く
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
「
ゆ

り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
は
、
モ
ッ
プ
掛
け
や
ガ
ラ

ス
拭
き
等
を
定
期
的
に
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。 

樹
形
が
整
え
ら
れ
、
す
っ
き

り
き
れ
い
に
な
っ
た
垣
根
。

雨
合
羽
を
着
て
の
作
業
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
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完成
今年
竹と
は小
炭焼き体験 【窯入れ：11月 26日】   注連飾り作り 【12月 26日】 
【窯出し：12月 10日】                戸祇の子学級 
 
      
 

  

戸
祇
の
子
学
級
恒
例
の
炭

供
達
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
三

う
、
地
域
全
体
で
見
守
っ
て

お年寄りの手解きを受けながら、お正月に我
が家の玄関に飾る「注連飾り」を一生懸命に
作る児童達。きれいな飾りが完成するように
と、老人クラブの役員さんが、早朝から１本
１本丁寧に「わらすぐり」を行いました。 

体
炭

程内覚さん所有の窯場で「炭焼き
験」。程内さん指導の下、今年も
焼きに挑戦です。 
   焼
き
体
験
・
注
連
飾
り
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が
ら
色
々
な

島
の
宝
が
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
す
く
す
く
と
育
つ
よ

い
き
ま
し
ょ
う
。 

             

後は、世界に一つしかない立派な「注連飾り」を手にして、全員で記念撮影。 
も、「わら」は、稲木の天日干しで米を作られた二宮健三さん（下大野）に、
ウラジロは、メイン講師となる渡辺修さん（広見）に、そのほか「ユズリハ」
川徳幸さん（延川）に用意して頂きました。本当にありがとうございました。 



 
 
 
 
 
 
 

我
が
愛
し
の
三
島 

毎
年
、
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
鬼
北
町
成
人
式
。

今
年
は
こ
の
日
の
午
後
、
三
島
出
身
の
新
成
人
十
二
人

が
公
民
館
に
集
い
、
小
学
校
卒
業
時
に
記
念
の
品
を
収

納
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
し
た
。 

今
月
号
は
、
そ
の
中
の
一
人
、
大
学
二
回
生
と
な
っ

た
古
用
藍
さ
ん
に
ペ
ン
を
執
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （
鬼
） 
 

【 

鬼 

】 

古
く
か
ら
我
が
郷
土
一
帯
は
、
鬼
北
郷
と
呼
ば
老
。 

 
 

戸
祇
の
子
学
級
の
企
画
で
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
（
私
達
の
代
が
初
年
度
）
を
開
け
る
た
め
に
、

同
級
生
十
二
人
を
は
じ
め
恩
師
や
当
時
の
館
長
・

主
事
さ
ん
ら
が
顔
を
揃
え
て
、
同
窓
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
八
年
前
に
一
緒
に
埋
め
た
記
念
の
ワ
イ

ン
を
飲
み
な
が
ら
、
当
時
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、

数
年
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
楽
し

い
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。 

今
回
の
メ
イ
ン
で
あ
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
か
ら

顔
を
出
し
た
の
は
、
当
時
の
習
字
の
作
品
や
日
記
、

毎
月
の
目
標
な
ど
、
各
々
が
今
日
こ
の
時
を
想
い

な
が
ら
あ
れ
こ
れ
考
え
て
納
め
た
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
つ
ま
っ
た
品
々
。
全
て
が
と
て
も
懐
か
し
く
、

ま
た
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。 

担
当
者
の
方
に
は
、
こ
う
し
て
全
員
が
顔
を
合

わ
せ
、
楽
し
く
お
酒
が
飲
め
る
機
会
を
作
っ
て
下

さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ

で
「
良
き
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
出
会
っ
た
な
」
と
改

め
て
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
ね
。 

       
 
 

 
 
 
 
 

寄
附
の
お
礼 
  

次
の
方
々
か
ら
三
島
公
民
館
・
三
島
自
治
会
へ

寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

香
典
返
し
と
し
て 

 

十
一
月
二
十
六
日 

 

松
本 

敏
昭
さ
ん
（
小 

松
） 

十
二
月 

 

六
日 

 

高
平 

國
安
さ
ん
（
下
大
野
） 

十
二
月
二
十
七
日 

 

松
本 

豊
量
さ
ん
（
下
大
野
） 

  
 
 

紀
寿
祝
い
の
お
礼
と
し
て 

 

十
一
月
二
十
九
日 

 

松
本
芳
太
郎
さ
ん
（
小 

松
） 

 

昨
年
、
紀
寿
（
数
え
年
で
百
歳
）
を
迎
え
ら
れ

た
松
本
さ
ん
。
九
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
三

島
地
区
敬
老
行
事
」
に
お
い
て
、
そ
の
お
祝
い
を

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
ご
寄
附
が
届
き
ま
し
た
。 

（
紙
面
の
都
合
上
、
ご
不
幸
と
お
喜
び
を
併
記
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
） 

行 事 予 定 
 

－ １月 －  
 

3日（木）成人式 
      9：00～ 
      広見体育ｾﾝﾀｰ 
 
     剣道スポ小稽古始 

13：00～ 
     三島小学校体育館 
 

4日（金）御用始め 
 

 
20日（日）鬼北町駅伝大会 
     9：30から発走 
      鬼北総合公園  
        
27日（日）消防団出初式 
     9：00～ 
     鬼北総合公園 
 
－ ２月 － 

 

18日（月）戸祇の子学級 
      田舎饅頭作り 
      お茶作法教室 
     13：30～ 

 
 
祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

 

発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のアド
レスにアクセスすれば、カラ
ーでご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 
アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

タイムカプセルを開けて 古用 藍

成人式も終了し、着物から普段着へ替え

て、公民館に集合した新成人の皆さん 
（右から程内迪子さん、室暁衣さん

今井真介さん、松本健介さん、古用さん） 




